
令和 7年 ３月 25日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

【活動場所】丸玉工業株式会社（岐阜市中鶉1-26）

【実施日程】　月～金、土（隔週）　10:00～15:30

【実施した生産活動】

施設外就労先、連携企業の物流業務切出し作業を担う

決算棚卸し特別作業を、倉庫内で、商品の種類を確認し、

数を数え、報告、記入を行う一連作業を行う

【利用者数】　8人

＜目的＞

【地域にとってのメリット】作業時間の短縮、繁忙期の人材不足の解消

【対象者にとってのメリット】

＜成果＞

【連携した結果に対する意見または評価】

【今後の連携強化に向けた課題】

連携先企業名 丸玉工業株式会社　様 担当者名 渡邉

電話番号 058ｰ273-2926 対象年度 令和6年度

地域連携活動の概要

【地域連携活動のねらい】

連携先企業と共に棚卸し作業を行い、繁忙期や特別業務における人手不足解消に貢献する。一般

企業の現場の方とペアになって作業をすることで、協力することの大切さやコミニュケーション

力を身に付ける。数を正確に数えること、在庫数の照らし合わせ等を行い、管理作業の重要性を

理解する。他の一般就労先においても対応できる応用力と社会性を身に着ける。

一般の方や環境の中で適応し協力して働く力を身に着ける。

現場での作業連携コミュニケーション力の練習。一般就労に向けた実践的な環境での訓練。

【実施した結果】

施設外連携先企業の各現場で時期、作業によって一時的に発生する人材不足の状況に対応し貢献

することが出来た。数量管理など比較的苦手とする作業においても、連携先の現場の人の指示を

聞き、協力して作業を行うことで、十分に対応できることがわかった。また連携先の企業にて、

特別な作業において常に課題となっている人手不足に対応してもらえる人材力を要請できること

がわかった。

【得られた結果】

在庫表と実際の在庫の数はほぼ同じであるが、稀に大きく違う場合は、再度確認した。一般企業

では、商品の数量を正しく管理する棚卸しという作業があるという事を知ることができた。普段

の作業とは違う場所、内容、人とのコミニュケーションが必要な作業でも対応できる力が身に付

いた。

【課題】

経験が少ない作業のため、進行速度が計画しづらく、決められた就業時間内で修了できる様に人

員配置や連携先企業の現場の人と、事前計画を深める必要がある。

連携先の企業等の意見または評価

弊社のように多数の商品を扱う棚卸し作業は、時間も手間もかかり人手が必要となります。利用者の方々に手伝って頂くことで人手不

足が解消され、作業効率が上がりとても助かりました。ペアになって取り組み、確認し合うことができミスを防ぐのに役立ちました。

今回、正確さを求める共同作業ができたことで他の業務にも活用できる可能性が見いだせた為、積極的に連携して社内の効率化を図り

たい。

時間内に終わるよう、事前に棚卸しの手順をマニュアル化した物を渡しておき、できれば数日前に一度体験してもらうとスムーズに当

日を迎えられると思いました。

住　所 岐阜市加納天神町４－２７ 管理者名 山下さやか

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 丸玉ウェル 事業所番号 2110102460

連携先企業の人とペアにな

り、役割分担をして商品のラ

ベル、表示を確認し、数を数

え、記録用紙に在庫数の記

入を行う

倉庫内には、様々な種類の

商品があり、室内温度も高

く、体力にも負担のかかる

環境においても、ペアの人

と協力して集中を切らさず

作業を行っていました

ペアの人とコミニュケーショ

ンをとり、数えた数の伝達や、

復唱などを行い、正確に数

を記入していく


